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　世界でカーボンプライシングの導入が進むなか，日本でも GX 経済移行債
（仮称）の財源，GX-ETS，カーボン・クレジット市場の議論が進んでいる。
カーボンニュートラル達成のためにも，今後の議論の進展が期待される。
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─移行期の操業から石油産業の将来を展望する─

　脱炭素化の中で，水素・アンモニアの利用拡大を図る動きが各地で活発化
している。最大の石油資源国であるサウジアラビアの脱炭素政策，最近の石
油産業動向，および産業界関係者の発言から石油産業の将来を展望した。
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　特別な計測機器や専門的な知識を必要とせず，目で見て簡便に環境変化を
色変化から教えてくれるチューナブルコロイドフォトニック結晶について，
筆者らの研究成果を中心に概説した。
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　アセトンからの BTX 合成反応において，Zn 含有ゼオライトの触媒活性と，
Zn とブレンステッド酸点の役割を評価・検討した。Zn とブレンステッド酸
点が協奏的に機能し，高い BTX 選択性につながることを明らかにした。
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蒸気回収による省エネ展開・CO2 削減技術

　未利用熱エネルギーの有効活用となる省エネ改善可能性が大きいエアフィ
ンクーラー，ガスエンジン排熱からの蒸気回収による省エネ展開・CO2 削減
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　プラント設備の保全業務に欠かすことのできない巡回点検による設備監視
の現状に目を向け，より効率的な設備監視を実現するために“プラント設備
監視 IIoT ソリューション”を提案した。
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　カーボンフリー燃料であるアンモニアは，従来の炭化水素燃料と大きく燃
焼特性が異なる。燃料アンモニア実用化に向けて，これまでに明らかになっ
ているアンモニアの基礎的燃焼特性を概説した。
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　応力とひずみ測定は，力学的特性の把握，CAE 解析結果の妥当性等に使
用されている。デジタル画像相関法について，高分子材料の引張試験時のひ
ずみ分布，パワーデバイスの熱ひずみ分布の測定・解析結果を紹介した。

ものづくりを支える材料試験技術（第 2回）
応力・ひずみ解析─デジタル画像相関法─

カーボンニュートラルに向けた燃焼技術の動向（第 1回）
カーボンニュートラルに向けたアンモニア燃焼基礎研究
………………………………………………………………………… 東北大学　早川晃弘……111


